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①次のいずれかに該当する者で、訪問指導の承諾を得られた国民健康保険の被

保険者 

・同一月内に同一の診療科に原則 15回以上の外来受診者（頻回受診者） 

・同一月内に同一の疾病で原則３医療機関以上の外来受診者（重複受診者） 

・同一月内に異なる医療機関にて同一の薬剤の処方を受けている者（重複投

薬者） 

・同一月内に複数の薬剤の処方を受けている者（多剤投与者） 

ただし、癌患者及び精神疾患の患者及び透析患者を除く。 

②訪問対象者の年齢：原則 60歳～74歳 

 

４．訪問対象者数（見込み） 

約 1,200人（１人原則２回訪問） 

 

５．事業実施市町村 

県内 56市町村（予定） 

 

北九州市 八女市 春日市 嘉麻市 新宮町 小竹町 大任町 

福岡市 筑後市 大野城市 みやま市 古賀町 鞍手町 赤村 

大牟田市 大川市 宗像市 糸島市 久山町※ 桂川町 苅田町 

久留米市 行橋市 太宰府市 那珂川市 粕屋町 大刀洗町 筑前町 

直方市 豊前市 福津市 宇美町 芦屋町 香春町 上毛町 

飯塚市 中間市 うきは市 篠栗町 水巻町 添田町 築上町 

田川市 小郡市 宮若市 志免町 岡垣町 糸田町 福智町 

柳川市 筑紫野市 朝倉市 須恵町 遠賀町 川崎町 みやこ町 

○上表の※印（久山町）は、令和３年度より実施する新規の町 
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1. 事業名 

令和３年度訪問健康相談事業（継続事業） 

2. 目的 

医療機関へ頻回、重複受診している被保険者又は重複・多剤投与者に対して、保健師

等が適正な受診のための指導や助言及び健康状態に応じた生活指導等を行うことによ

り、当該被保険者の受診行動の改善及び疾病の早期回復を支援し、医療費の適正化を図

ることを目的とする。 

3. 訪問実施期間（予定） 

令和３年６月～令和４年２月 

4. 事業対象市町村 

56市町村（予定） 

北九州市 八女市 春日市 嘉麻市 新宮町 小竹町 大任町 

福岡市 筑後市 大野城市 みやま市 古賀市 鞍手町 赤村 

大牟田市 大川市 宗像市 糸島市 久山町※ 桂川町 苅田町 

久留米市 行橋市 太宰府市 那珂川市 粕屋町 大刀洗町 筑前町 

直方市 豊前市 福津市 宇美町 芦屋町 香春町 上毛町 

飯塚市 中間市 うきは市 篠栗町 水巻町 添田町 築上町 

田川市 小郡市 宮若市 志免町 岡垣町 糸田町 福智町 

柳川市 筑紫野市 朝倉市 須恵町 遠賀町 川崎町 みやこ町 

○上表の※印は、令和３年度から実施する新規の町 

5. 訪問健康相談対象者 

① 訪問対象者（予定） 

次のいずれかに該当する者で、訪問指導の承諾を得られた国民健康保険の被保険者

を訪問指導対象者とする。 

・同一月内に同一の診療科に原則 15回以上の外来受診者（頻回受診者） 

・同一月内に同一の疾病で原則 3医療機関以上の外来受診者（重複受診者） 

・同一月内に異なる医療機関にて同一の薬剤の処方を受けている者（重複投薬者） 

・同一月内に複数の薬剤の処方を受けている者（多剤投与者） 

ただし、癌患者及び精神疾患の患者及び透析患者を除く。 

② 訪問対象者の年齢 

原則 60歳～74歳 

③ 訪問対象者数（見込み） 

約 1,200人（1人原則 2回訪問） 

6. 訪問委託業者 

当該事業を実施できる体制及び保健師等（保健師、看護師、管理栄養士）の有資格者

を有している業者（令和３年４月選定予定） 

令和３年度 訪問健康相談事業の概要 



7. 訪問相談の内容 

（１） 療養上の日常生活指導 

① 訪問指導員は対象者が病状について、どのように認識しているかを把握し、必要

な助言等を行う。 

② 疾病等に応じ、必要な日常生活（食事・栄養・運動・予防等）の指導を行う。 

（２） 対象者の身体状況、生活環境等の観察を行い、疾病治癒に向けた適切な助言及び

健康の保持増進等に関する助言等を行う。 

（３） 受診、健診及び服薬等に関する支援、指導等 

① かかりつけ医の確認、上手な医者のかかり方等の助言を行う。 

② 検査や薬剤等が重複することによる身体への影響等の説明を行う。 

③ 全国で実施されている特定健診等の必要性、有効性について説明を行う。 

④ 保険医療機関から処方された残薬がある訪問対象者に残薬バッグの配布及び利

用方法等の説明を行う。 

⑤ 異なる保険医療機関から同一薬剤の処方や、多剤処方された薬がある訪問対象

者に、かかりつけの薬剤師に相談する等の助言を行う。 

⑥ 訪問対象者がお薬手帳を複数所持している場合は、1冊にまとめるよう、かか

りつけの薬剤師に相談する等の助言を行う。 

⑦ 重複投薬や多剤服薬している訪問対象者に、ポリファーマシーに関する説明を

行い、かかりつけの薬剤師に相談する等の助言を行う。 

（４） 訪問対象者やその家族からの質問や疑問に答えるとともに、必要な場合には家族

への健康相談、助言を行う。 

（５） その他、上記以外の健康、疾病予防に関する相談・助言を行う。 

8. 新型コロナウイルス感染予防対策 

（１） 訪問指導員は、訪問する際に感染予防対策のためマスクを着用して実施する。 

（２） 訪問相談実施の際は、「三つの密」を避け玄関先など風通しの良い場所で行う。 

（３） 福岡県より新型コロナウイルス感染拡大による自粛要請が実施された場合は、速

やかに訪問の実施を中止する。 

 




